
 
地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドラインに関する 

第２回説明会について 

 

 令和元年 10 月に、「地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドライ

ン（以下「ガイドライン」という。）」の地方公共団体へ向けた周知及び意見照会を目的として、ガイド

ライン（案）に関する第１回説明会を実施しました。その後、地方公共団体等からの意見を踏まえ、

令和元年 12 月にガイドラインを策定・公開しました。第２回説明会では、当該ガイドラインの周知及

び内容説明を行うとともに、地方公共団体による適応への取組や、廃棄物・リサイクル分野における

適応に関して、学識経験者、地方公共団体など、それぞれの立場から講演いただき、理解を深め

ることを目的としています。 

 

１．開催日時・場所 

 （東京会場） 

  日時：令和２年１月 15 日（水）13 時 30 分から 16 時 30 分まで（予定） 

  場所：品川フロントビル 会議室Ｂ （定員 100 名） 

 （大阪会場） 

  日時：令和２年１月 29 日（水）13 時 30 分から 16 時 30 分まで（予定） 

  場所：梅田スカイビル スペース 36Ｌ （定員 100 名） 

 

２．開催概要（予定） 

開会 13:30 

プログラム 1 

13:30～14:00 

（30 分） 

「実務者からみた廃棄物・リサイクル分野における適応策について」 

国立環境研究所 資源循環・廃棄物研究センター センター長 大迫 政浩 

 

プログラム 2 

14:00～14:40 

（40 分） 

「地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドライン

について」 

環境省 環境再生・資源循環局  

質疑 14:40～14:50 

休憩 14:50～15:00 

プログラム 3 

15:00～15:30 

（30 分） 

「地方公共団体の適応への取組について」 

山陽学園大学地域マネジメント学部 教授 白井 信雄 

 

プログラム 4 

15:30～16:00 

（30 分） 

「地方公共団体の廃棄物・リサイクル分野に関する適応への取組について」 

今治市、株式会社 タクマ 

プログラム 5 

16:00～16:20 

（20 分） 

「今年度の災害における災害廃棄物対策について」 

環境省 環境再生・資源循環局 災害廃棄物対策室 

質疑 16:20～16:30 

閉会 16:30 
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３．各プログラムの概要（予定） 

プログラム 概 要 

プログラム 1 

大迫 政浩 

センター長 

（30 分） 

 

「実務者からみた廃棄物・リサイクル分野における適応策について」 

・「地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドライン」

の活用のあり方について 

・近年の災害対応における D.Waste-Net としての国立環境研究所の活動について

（D.Waste-Net としての活動を踏まえた、地方公共団体における適応としての平

時の備えの重要性など） 

・地方公共団体が廃棄物・リサイクル分野の適応に取り組むことで期待されること

（地域全体の廃棄物処理システムの強靭化の可能性など） 

プログラム 2 

環境省 

（40 分） 

 

「地方公共団体における廃棄物・リサイクル分野の気候変動適応策ガイドラインに 

ついて」 

・ガイドラインの構成ごとの説明、利用方法 

・廃棄物・リサイクル分野の具体的な適応策の紹介 

プログラム 3 

白井 信雄 

教授 

（30 分） 

 

「地方公共団体の適応への取組について」 

・地方公共団体の適応の取組の動向について 

・地域に適した適応策を検討する方法や課題、社会実装の具体的事例について 

プログラム 4 

今治市/株式

会社 タクマ 

（30 分） 

 

「地方公共団体の廃棄物・リサイクル分野に関する適応への取組について」 

・災害対応を考慮した廃棄物処理施設の整備について 

プログラム 5 

環境省 

（20 分） 

「今年度の災害における災害廃棄物対策について」 

・今年度の災害における災害廃棄物対策について紹介 

・特に、台風第 19 号における環境省の支援や関係機関との連携について紹介し、

今後の自治体における災害廃棄物対策の検討に活かせる情報を共有 

 

以 上 




